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開
創
七
十
五
周
年
記
念
事
業

　
　
明
王
門
大
提
灯
を
製
作
し
て

　

こ
の
た
び
、
開
創
七
十
五
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
大
本
山
成
田
山
名
古

屋
別
院
大
聖
寺
様
の
明
王
門
に
掲
げ
ら
れ

る
八
尺
丸
の
大
提
灯
を
製
作
し
、
無
事
に

お
納
め
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

当
社
に
と
り
ま
し
て
大
き
な
ご
縁
で
あ
り
、

ま
た
誠
に
光
栄
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
伝
統
的
な
意
匠

を
守
り
つ
つ
も
、
明
王
門
と
い
う
荘
厳
な

伽
藍
に
ふ
さ
わ
し
い
迫
力
と
品
格
を
備
え

た
提
灯
と
な
る
よ
う
、
職
人
一
同
、
心
を

込
め
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

特
に
忘
れ
が
た
い
の
は
、
小
豆
畑
主
監

様
が
わ
ざ
わ
ざ
京
都
の
弊
社
工
場
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
り
、
実
際
に
張
り
あ
が
っ
た

白
い
大
提
灯
を
前
に
、
文
字
の
大
き
さ
や

配
置
、
さ
ら
に
寺
紋
の
位
置
や
バ
ラ
ン
ス

に
至
る
ま
で
、
丁
寧
に
細
部
を
ご
確
認
い

た
だ
い
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
主
監
様

の
真
摯
な
お
姿
勢
に
触
れ
、
こ
の
提
灯
が

い
か
に
大
切
な
記
念
事
業
の
象
徴
と
な
る

か
を
改
め
て
感
じ
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
作
業
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

色
彩
面
で
は
、
寺
紋
が
よ
り
引
き
立
つ

よ
う
、
深
み
の
あ
る
赤
を
選
び
、
伝
統
的

な
雰
囲
気
を
保
ち
つ
つ
も
、
御
門
の
荘
厳

さ
に
調
和
す
る
力
強
い
意
匠
と
な
る
よ
う

工
夫
を
重
ね
ま
し
た
。
ま
た
、
明
王
門
は

風
の
影
響
を
受
け
や
す
い
場
所
と
伺
い
、

通
常
よ
り
も
紙
張
り
を
強
化
し
、
揺
れ
を

軽
減
す
る
振
れ
止
め
の
細
工
も
施
す
な
ど
、

長
期
に
わ
た
っ
て
美
し
く
掲
げ
ら
れ
る
よ

う
、
工
夫
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
提
灯
の
側
面
に
は
二
十
五
団
体

と
多
く
の
支
部
名
を
提
灯
側
面
に
書
き
入

れ
ま
し
た
。
数
多
く
の
ご
縁
が
結
集
し
て

ひ
と
つ
の
提
灯
に
刻
ま
れ
る
―
―
そ
の
意

味
の
重
さ
を
胸
に
、
一
文
字
一
文
字
、
筆

に
心
を
乗
せ
て
揮
毫
い
た
し
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
・
支
部
の
皆
様
の
思
い
が
、

こ
の
大
提
灯
を
通
じ
て
末
永
く
受
け
継
が

れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

完
成
し
た
八
尺
丸
の
大
提
灯
が
明
王
門

に
掲
げ
ら
れ
た
姿
を
拝
見
し
、
伝
統
の
息

づ
く
大
聖
寺
様
の
景
観
に
少
し
で
も
寄
与

で
き
た
こ
と
に
、
職
人
と
し
て
こ
の
上
な

い
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び

の
ご
奉
納
が
、
参
詣
さ
れ
る
皆
様
の
心
を

照
ら
す
灯
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
と

も
ご
縁
を
大
切
に
、
技
を
磨
き
、
よ
り
よ

い
も
の
づ
く
り
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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夏な
ご
し越
の
大
祈
願

六
月
三
十
日
か
ら

　
　    

八
月
三
十
一
日
ま
で
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青
葉
ま
つ
り

宗
祖
弘
法
大
師
・
中
興
興こ

う
ぎ
ょ
う教

大
師

両
祖
大
師
ご
生
誕   

慶
祝
法
要
厳
修

さ
つ
き
茶
会
開
催

写
生
大
会
審
査
会

虫
封
じ
祈
願
会
厳
修

子こ
そ
だ
て育

祈
願

　

六
月
四
日
午
後
二
時
よ
り
、
お

子
様
の
疳か

ん
の
虫
を
封
じ
、
健
や
か

な
成
長
を
祈
願
す
る
子
育
祈
願

『
虫
封
じ
祈
願
会
』
が
厳
修
さ
れ

ま
し
た
。【
写
真
下
】

　

お
子
様
と
そ
の
ご
家
族
が
訪

れ
、
本
堂
に
て
大
護
摩
供
を
参
拝

し
、
僧
侶
に
よ
る
お
加
持
を
受
け

ら
れ
、
お
子
様
の
健
や
か
な
成
長

を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
月
十
七
日
に
、
さ
つ
き
茶
会

が
若
水
庵
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
多
く
の

来
場
者
が
、
松
尾
流 

横
地
宗
鎖

先
生
に
よ
る
抹
茶
と
季
節
の
茶
菓

子
を
楽
し
み
ま
し
た
。【
写
真
左
】

奉
納
者
芳
名

◆
大
ロ
ー
ソ
ク

奈
良
県　
　

藤　

本　
　

絵
理
香

　

〃　
　
　

藤　

本　
　

椛　

鈴

　

〃　
　
　

藤　

本　
　

裕　

介

◆
の
ぼ
り

各
務
原
市　

オ
ペ
ラ
貞
奴

　

六
月
十
五
日
と
十
七
日
、
宗
祖

弘
法
大
師
、
並
び
に
中
興
の
祖
、

興
教
大
師
の
ご
生
誕
を
お
祝
い
す

る
青
葉
ま
つ
り
が
大
師
堂
に
お
い

て
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

弘
法
大
師
は
宝
亀
五
年

（
七
七
四
）
六
月
十
五
日
に
お
生

ま
れ
に
な
り
、
興
教
大
師
は
嘉
保

二
年
（
一
〇
九
五
）
六
月
十
七
日

に
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。
青

葉
が
美
し
い
こ
の
時
期
に
ご
生
誕

慶
祝
法
要
を
お
勤
め
す
る
こ
と
か

ら
、「
青
葉
ま
つ
り
」
と
称
さ
れ

ま
す
。

　

十
五
日
は
午
前
十
時
よ
り
小
豆

畑
主
監
お
導
師
の
も
と
弘
法
大
師

ご
生
誕
慶
祝
法
要
が
営
ま
れ
ま
し

た
。
法
要
の
前
後
に
は
遍
照
講
犬

山
成
田
山
支
部
の
方
々
に
よ
り

「
弘
法
大
師
誕
生
和
讃
」
が
唱
え

ら
れ
ま
し
た
。 

　

十
七
日
は
午
前
十
時
よ
り
興
教

大
師
ご
生
誕
慶
祝
法
要
が
営
ま
れ

ま
し
た
。

遍
路
大
師
（
弘
法
大
師
が
四
国
で
修
行
さ
れ
て
い
る
時
の
お
姿
）
＝
大
師
堂
外
回
廊

　

貞
照
寺
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
生

大
会
の
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
の
先
生
方
は
学
童
な
ら

で
は
の
視
点
や
感
情
表
現
に
驚
き

つ
つ
表
彰
者
を
選
考
し
、
元
気

い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ
た
風
景
の

数
々
に
審
査
会
場
は
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

五
月
十
五
日
学
童
写
生
大
会

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
に
よ
る
作
品
が
並
び
、
審
査

員
の
先
生
方
が
入
賞
作
品
を
選

出
し
ま
し
た
。

　

感
性
が
光
る
作
品
が
並
ぶ
中
、

一
枚
一
枚
丁
寧
に
審
査
さ
れ
ま

し
た
。【
写
真
左
】

　

五
月
晴
れ
の
五
月
七
日
、
地
元
鵜

沼
第
三
小
学
校
の
三
年
生
が
社
会

見
学
の
為
来
山
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
供
達
の
中
に
は
、
お
寺
に
馴
染

が
な
い
子
も
多
く
、
初
め
て
訪
れ
た

貞
照
寺
に
興
味
津
々
。
元
気
よ
く
境

内
を
見
学
し
て
行
か
れ
ま
し
た
。

　

五
月
十
七
日
、
樹
仙
堂
庭
園
見

学
友
の
会
（
主
宰 

金
沢
美
術
工
芸

大
学
非
常
勤
講
師 

丸
岡
喜
市
様
）

の
皆
様
が
ご
来
山
さ
れ
本
堂
や
霊

廟
な
ど
を
巡
拝
さ
れ
、
丁
寧
な
お

参
り
を
頂
き
ま
し
た
。【
写
真
左
】

鵜
沼
第
三
小

　
　

三
年
生
来
山

岐
阜
県
各
務
原
市
立

樹
仙
堂

　

庭
園
見
学
友
の
会

貞
照
寺
だ
よ
り

第
七
十
一
回

成
田
山
学
童
写
生
大
会

　
　

貞
照
寺
賞
受
賞
作
品【成田山貞照寺賞】杉浦　一路（小３）【貞奴賞】水野　美希（幼年）

「
写
経
」の
お
勧
め

　

豊
か
な
心
を
育
む
修
行
と

し
て
『
写
経
』
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
心
を
込
め
て

浄
書
す
れ
ば
、
雑
念
を
払

い
、
心
身
を
集
中
さ
せ
、
心

を
安
ら
か
に
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
ど
な
た
様
も
お
気
軽
に

ご
参
加
下
さ
い
。

◆
料
金
…
一
千
円
以
上

◆
日
時
…
毎
月
第
四
日
曜

※
使
い
慣
れ
た
筆
、
筆
ペ
ン
等
可
。
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◆
成
田
山
明
王
賞
川
口
琳
太
郎
（
中
１
）

◆
成
田
山
童
子
賞
刑
部
碧
麗
（
幼
年
）

◆
成
田
山
貫
首
賞
紺
野
愛
莉
（
小
１
）

◆
成
田
山
名
古
屋
別
院
賞
関
口
稀
心
（
小
６
）

　

水
城
玲
音
（
中
２
）　

林
美
沙
希
（
高
１
）

◆
成
田
山
主
監
賞
榊
原
沙
奈
（
小
１
）

　

大
島
永
莉
子（
小
３
）　

紺
野
莉
世（
小
３
）

◆
成
田
山
貞
照
寺
賞
杉
浦
一
路
（
小
３
）

　

田
中
佑
奈
（
小
３
）　

前
田
柚
果
（
中
１
）

◆
国
会
議
員
賞
刑
部
碧
凌
（
小
３
）

　

関
口
煌
人（
小
３
）　

横
田
姫
愛
乃（
小
５
）

　

吉
田
宗
矢
（
小
５
）　

土
井
琴
葉
（
小
１
）

　

河
合
優
愛
（
高
２
）

◆
愛
知
県
知
事
賞（
中
・
高
の
部
）柴
田
佳
凜（
高
２
）

◆
愛
知
県
知
事
賞（
小
学
校
の
部
）遠
藤
汐
雫（
小
６
）

◆
愛
知
県
知
事
賞（
幼
稚
園
の
部
）平
井
耀
大（
幼
年
）

◆
愛
知
県
議
会
議
長
賞
向
坂
妃
菜
（
中
２
）

◆
岐
阜
県
議
会
議
長
賞
松
岡
胡
乃
（
小
６
）

◆
愛
知
県
議
会
議
員
賞
坪
井
花
佳
（
小
４
）

　

吉
田
春
香
（
中
３
）　

兼
松
千
代
（
小
２
）

　

菅
井
瑠
衣
（
小
６
）
渡
邉
凜
空
都
（
小
５
）

　

堀
井
和
也
（
中
３
）

◆
岐
阜
県
議
会
議
員
賞
杉
浦
雄
紀
（
小
６
）

　

坪
井
琴
葉
（
小
４
）

◆
名
古
屋
市
長
賞
岩
田
葵
子
（
中
２
）

◆
犬
山
市
長
賞
石
井
友
梨
（
小
４
）

　

井
手
悠
人
（
小
５
）

◆
一
宮
市
長
賞
櫻
井
結
菜
（
小
３
）

◆
小
牧
市
長
賞
廻
明
里
（
中
３
）

◆
江
南
市
長
賞
渡
邉
美
桜
花
（
小
２
）

◆
各
務
原
市
長
賞
洞
山
柚
葵
（
小
３
）

　

山
本
祐
維
（
中
２
）

◆
可
児
市
長
賞
田
邉
佑
奈
（
小
２
）

　

三
石
稀
理
（
中
１
）

◆
美
濃
加
茂
市
長
賞
近
藤
芙
光
子
（
幼
年
）

◆
大
口
町
長
賞
菅
井
三
冬
（
小
３
）

　

井
手
健
人
（
中
１
）

◆
扶
桑
町
長
賞
岩
田
莉
子
（
小
６
）

　

西
川
瑚
夏
（
小
６
）

◆
愛
知
県
教
育
委
員
会
賞
細
井
涼
椛
（
小
２
）

◆
犬
山
市
教
育
委
員
会
賞
兼
松
壮
太
朗（
小
５
）

◆
一
宮
市
教
育
委
員
会
賞
久
米
七
斗
（
幼
年
）

◆
名
古
屋
市
会
議
長
賞
近
藤
美
代
子
（
小
３
）

◆
犬
山
市
議
会
議
長
賞
関
戸
湖
都
（
中
１
）

　

加
藤
百
結
（
中
３
）

◆
一
宮
市
議
会
議
長
賞
濱
端
心
梅
（
小
６
）

◆
犬
山
商
工
会
議
所
賞
北
御
門
志
鶴
（
小
５
）

◆
犬
山
市
観
光
協
会
賞
東
可
奈
（
小
２
）

　

篠
田
羅
良
（
中
２
）

◆
中
日
新
聞
社
賞
森
岡
香
羽
（
小
５
）

　

平
川
渚
彩（
小
６
）　

酒
井
菜
々
子（
中
２
）

　

丸
山
凜
（
中
３
）　　

東
城
琴
史
（
高
２
）

◆
Ｃ
Ｂ
Ｃ
賞
上
田
柚
（
幼
年
）

　

栗
本
茉
和（
小
１
）　

高
下
ち
ひ
か（
小
１
）

　

神
野
光
莉
（
小
２
）　

土
屋
春
翔
（
小
２
）

◆
東
海
テ
レ
ビ
賞
吉
川
大
悟
（
幼
年
）

　

酒
井
結
士
（
小
２
）　

福
田
晃
平
（
小
２
）

　

水
野
広
菜
（
小
２
）　

大
橋
美
月
（
小
４
）

◆
名
古
屋
鉄
道
賞
田
中
万
尋
（
幼
年
）

　

石
井
伶
奈
（
小
１
）　

水
野
日
葵
（
小
１
）

　

北
野
羽
都
（
小
２
）　

佐
藤
碧
音
（
小
２
）

◆
犬
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
岩
佐
美
空（
小
１
）

　

平
井
蒼
大
（
小
２
）　

川
口
珠
令
（
小
３
）

　

神
野
絢
美（
小
３
）　

酒
井
萌
々
子（
小
６
）

◆
犬
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞
高
木
瑛
太（
小
２
）

　

松
沢
花（
小
２
）　　
　

富
永
健
斗（
小
４
）

　

渡
邉
な
な
子
（
小
５
）　

野
田
縁
（
中
１
）

◆
ぎ
ふ
金
華
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
賞
加
藤
愛
悠（
小
２
）

　

猿
渡
陽
葵
（
小
２
）　

井
岡
裕
愛
（
小
４
）

　

岡
田
涼
花
（
小
５
）　

苅
部
鈴
央
（
小
６
）

◆
成
田
山
索
の
会
賞
飛
山
実
玖
（
小
１
）

　

向
坂
匠
真
（
小
３
）

◆
名
古
屋
成
田
講
賞
加
藤
千
聖
（
小
２
）

　

高
下
ち
よ
り（
小
３
）　

伊
藤
玲
奈（
小
５
）

◆
索
の
会
犬
山
成
田
山
講
支
部
賞
富
永
莉
胡（
小
１
）

　

関
戸
咲
那
（
中
３
）　

川
野
鈴
音
（
高
２
）

◆
枇
杷
島
画
塾
賞
北
川
貴
康
（
小
４
）

　

水
城
旺
一
郎（
中
１
）山
本
昊
太
朗（
高
２
）

◆
貞
奴
賞
水
野
美
希（
幼
年
）　

田
代
圭
佑（
小
４
）

◆
各
務
原
商
事
賞
川
口
真
空
（
小
３
）

　

南
結
馨
（
小
４
）　　

 

加
藤
睦
己
（
中
１
）

　

竹
崎
朔
太
郎（
中
２
）竹
市
明
日
美（
中
３
）

◆
春
日
井
製
菓
賞
東
怜
奈
（
幼
年
）

　

大
池
な
な
実
（
幼
年
）　

東
希
咲
（
幼
年
）

　

柏
原
那
珠
（
小
１
）　　

佐
藤
恒
（
小
２
）

◆
フ
ジ
パ
ン
賞
佐
野
守
（
幼
年
）

　

堀
紗
来
（
小
１
）　　

  

水
越
珠
希
（
小
２
）

　

佐
藤
楓
真（
小
４
）　　

加
藤
正
也（
小
６
）

◆
ア
サ
ヒ
賞
北
林
政
哉
（
幼
年
）

　

北
川
陽
菜
（
小
２
）　  

坪
井
瑞
葉
（
小
２
）

　

井
岡
裕
衣
菜
（
小
３
）
酒
井
颯
大
（
小
５
）

◆
伊
藤
園
賞
鈴
木
澪
（
幼
年
）

　

安
部
伊
峻
（
小
１
）　  

平
松
健
人
（
小
５
）

　

磯
部
紘
太
朗
（
中
２
）
大
塚
晴
莉
（
中
３
）

◆
コ
カ
・
コ
ー
ラ
賞
山
田
達
也
（
幼
年
）

　

岡
田
妃
乎
（
小
６
）　

佐
藤
依
（
小
６
）

　

長
岡
希
実
（
中
２
）　

山
本
あ
い
（
中
２
）

◆
ダ
イ
ド
ー
賞
砂
田
晄
那
（
小
４
）

　

土
屋
奏
太
（
小
４
）
小
寺
彩
未
（
小
５
）

　

横
地
潤
（
中
２
）
平
松
葵
衣
（
中
３
）

◆
チ
ェ
リ
オ
賞
竹
部
麦
（
小
１
）

　

佐
野
結
衣
菜
（
小
２
）
水
野
花
音
（
小
４
）

　

和
田
朋
花
（
小
６
）　   

鶴
見
昂
大
（
中
３
）

◆
ウ
メ
ダ
賞
井
岡
裕
貴
（
小
１
）

　

安
部
有
紋
（
小
５
）　

横
地
杏
（
小
５
）

　

松
沢
杏
（
小
６
）　　

青
山
茉
昊
（
中
２
）

以
上
、
関
係
各
位
に
謹
ん
で

　
　
　
　

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
後 

援
】（
順
不
同
）

【
協 

賛
】（
順
不
同
）

犬
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

犬
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

岐
阜
観
光
索
道
㈱

名
古
屋
成
田
講

索
の
会
犬
山
成
田
山
講
支
部

枇
杷
島
画
塾

㈱
各
務
原
商
事

春
日
井
製
菓
㈱

ア
サ
ヒ
飲
料
㈱

㈱
伊
藤
園

コ
カ
・
コ
ー
ラ

　
　

ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
㈱

ダ
イ
ド
ー
ア
サ
ヒ

　
　

ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
㈱

㈱
チ
ェ
リ
オ
中
部

フ
ジ
パ
ン
㈱
西
春
工
場

ウ
メ
ダ
㈱

山
崎
製
パ
ン
㈱
名
古
屋
工
場

総
合
印
刷
タ
ケ
ウ
チ

犬
山
市

犬
山
市
教
育
委
員
会

犬
山
市
観
光
協
会

犬
山
商
工
会
議
所

中
日
新
聞
社

名
古
屋
鉄
道
㈱

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ

東
海
テ
レ
ビ
放
送
㈱

成
田
山
貞
照
寺

成
田
山
索
の
会

【
成
田
山
明
王
賞
】

  

川
口　

琳
太
郎
（
中
１
）

【
成
田
山
童
子
賞
】

  

刑
部　

碧
麗
（
幼
年
）

特
別
賞
作
品

　

入
賞
作
品
の
み
六
月
二
十
日
か
ら
六
月
二
十
七
日
ま
で
、
ホ
ー
ル
に
て
展
示
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、表
彰
式
は
上
位
入
賞
者
の
み
に
よ
り
行
い
ま
す
。
該
当
者
に
は
別
途
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

【成田山貫首賞】紺野　愛莉（小 1）

第71回
成田山

学童写生大会
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支
部
総
会
開
催

【
犬
山
一
心
支
部
】

【
犬
山
一
心
支
部
】

　

六
月
七
日
、犬
山
一
心
支
部（
支

部
長
＝
川
村
武
志
氏
）
の
支
部
総

会
が
成
田
山
信
徒
会
館
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

川
村
支
部
長
の
挨
拶
後
、
令
和

七
年
度
の
事
業
報
告
、
会
計
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
本
堂

に
て
大
護
摩
供
を
参
拝
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
所
願
成
就
を
祈
願
さ
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　

松
浦
記

　

第
四
十
回
索
の
会
総
会
は
、
去
る

五
月
二
十
四
日
（
日
）
に
成
田
山
信

徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
快
晴
の
好
天
に
恵
ま
れ
、

各
地
よ
り
大
勢
の
索
の
会
々
員
が
参
集

し
、
午
前
十
時
よ
り
開
会
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
開
会
の
辞
に
続
き
、
こ

の
日
ご
来
場
の
全
員
で
本
尊
不
動
明

王
に
合
掌
礼
拝
、
会
員
物
故
者
に
黙

祷
を
捧
げ
た
後
、
索
の
会
の
理
念
を

唱
和
い
た
し
ま
し
た
。
次
に
、
奥
村

崇
岐
氏
（
名
古
屋
鉄
道
㈱
代
表
取
締

役
会
長
安
藤
隆
司
会
長
ご
名
代
）
か

ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、
成
田
山
よ
り
小

豆
畑
主
監
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
ご
来
賓
の
参
議
院

議
員
藤
川
政
人
様
、
衆
議
院
議
員
山

下
史
守
朗
様
よ
り
、
お
祝
い
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
索
の
会
に
対
し
功
績
の

あ
っ
た
会
員
に
階
位
表
彰
が
行
わ

れ
、
愛
語
席
の
九
名
と
利
行
席
の
一

名
が
表
彰
さ
れ
、
愛
語
席
か
ら
丹
羽

支
部
舟
橋
新
介
氏
、
利
行
席
か
ら
丹

羽
支
部
村
田
美
保
子
さ
ん
の
各
代
表

者
に
小
豆
畑
主
監
よ
り
階
位
証
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
山
本
敦
氏
（
港
ト
ラ
ッ

ク
成
田
講
支
部
長
）
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
本
総
会
の
議
事
に
移
り
ま
し
た
。

事
務
局
を
代
表
し
て
、
大
籔
法
務
部
信

徒
部
統
括
部
長
よ
り
令
和
七
年
度
の
経

過
及
び
報
告
、難
病
者
激
励
募
金
報
告
、

会
員
の
現
況
及
び
比
較
、
収
支
決
算
報

告
を
し
、
加
藤
悟
司
監
事
（
名
古
屋
鉄

道
㈱
専
務
執
行
役
員
）
よ
り
監
査
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
は
、
令
和
八
年
度
の

実
践
計
画
の
報
告
、
成
田
山
名
古
屋

別
院
開
創
七
十
五
周
年
記
念
事
業
奉

賛
「
勧
縁
簿
」・
正
面
参
道
幟
の
ご

志
納
の
説
明
を
し
、
各
々
の
ご
承
認

を
い
た
だ
き
、閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

※
総
会
終
了
後
は
会
員
の
安
全
を

ご
祈
念
す
る
べ
く
大
護
摩
供
に
揃
っ

て
参
拝
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
記

　

四
月
二
十
六
日
、
犬
山
一
心
支

部(

支
部
長
＝
川
村
武
志
氏)

の
役

員
会
が
成
田
山
信
徒
会
館
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
六
月
に
予
定
さ

れ
る
支
部
総
会
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
、
六
月
七
日
に
実
施
が
決
ま

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。　

松
浦
記

【
愛
語
席
】

（
丹
羽
支
部
）　

舟　

橋　

新　

介

　
　
　
　
　
　

棚　

村　

重　

三

　
　
　
　
　
　

松　

岡　

徳　

雄

　
　
　
　
　
　

近　

藤　
　
　

裕

　
　
　
　
　
　

澤　

田　

憲　

宏

　
　
　
　
　
　

伊　

藤　
　
　

猛

　
　
　
　
　
　

千　

田　

勝　

文

　
　
　
　
　
　

江　

口　

昌　

史

　
　
　
　
　
　

酒　

井　

利　

雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
9
名

【
利
行
席
】

（
丹
羽
支
部
）　

村　

田　

美
保
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
1
名

　

四
月
二
十
四
日
、
味
鋺
成
田
講

支
部
（
支
部
長
＝
石
田
昇
氏
）
の

役
員
会
が
地
元
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
題
で
は
、
会
員
の
現
況
、
令

和
七
年
度
の
会
計
報
告
、
事
業
報

告
を
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
は
、
索
の
会
企
画

の
お
知
ら
せ
、
総
会
の
ご
案
内
を

し
ま
し
た
。
最
後
に
成
田
山
名
古

屋
別
院
開
創
七
十
五
周
年
記
念
に

向
け
て
の
ご
信
援
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。　
　
　
　

遠
山
記

階
位
表
彰
者
芳
名

〈お問い合わせ〉犬山成田山 索の会事 務局  0568-61-2583

【
味
鋺
成
田
講
支
部
】

索
の
会
総
会
開
催

役
員
会
開
催

第四十回
成田山

◆
期
間
…
6
月
30
日
～
8
月
31
日

◆
期
間
…
6
月
1
日
～
8
月
31
日

◆
場
所
…
鐘
楼
堂
西
側
広
場

◆
短
冊
奉
納
料
…
千
円
以
上

◆
限
定
願
か
け
風
鈴
御
朱
印
…［
三
種
類
］各
八
百
円
以
上

　

期
間
中
ご
祈
祷
を
受
け
ら
れ
た
方
に
は
、
来
年
１
月
に
使
用

で
き
る
ご
優
待
券
を
謹
呈
い
た
し
ま
す
。
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名
古
屋
市　

槇　

原　
　

麻　

子

小
牧
市　
　

国
際
誠
伝
琉
空
手

　
　
　
　
　
　
　
　

澤
平　

敏
秀

豊
橋
市　
　

川　

村　
　
　
　

渉

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

多
治
見
市　

水　

野　
　

智　

雄

　

〃　
　
　

水　

野　
　

加
寿
代

名
古
屋
市　

山　

下　
　

慶　

子

海
津
市　
　

㈲
み
の
運
輸

羽
島
市　
　

㈱
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

成
規

小
牧
市　
　

村　

本　
　

和　

子

長
久
手
市　

御　

友　
　
　
　

暢

名
古
屋
市　

宮　

澤　
　

保　

雄

名
古
屋
市　

篠　

田　
　

正　

樹

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

碧
南
市　
　

井
上
メ
ッ
キ
工
業
㈱

名
古
屋
市　

山
崎
製
パ
ン
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
工
場

小
牧
市　
　

野　

呂　
　

陽　

子

成
田
市　
　

米
屋
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

諸
岡　

靖
彦

大
府
市　
　

お
お
ぶ
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科

　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

勝
朗

丹
羽
郡　
　

西　

山　
　

邦　

彦

羽
島
市　
　

㈱
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

成
規

海
津
市　
　

㈲
み
の
運
輸

　
　
　
　
　
　
　
　

曽
我　

恵
里

岡
崎
市　
　

足　

立　
　

智　

子

郡
上
市　
　

丸
八
建
設
㈱

一
宮
市　
　

中
日
新
聞

　
　
　
　
　
　

一
宮
南
部
専
売
店

　
　
　
　
　
　
　

㈱
シ
ー
エ
ー
シ

江
南
市　
　

中
日
新
聞

　
　
　
　
　
　
江
南
ま
ん
だ
ら
寺
前
専
売
店

　
　
　
　
　
　
㈱
江
南
ふ
じ
セ
ン
タ
ー

名
古
屋
市　

㈱
一
哲

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

哲
也

い
な
べ
市　

㈲
吉
金
鉄
工
所

犬
山
市　
　
　

浦　

本　

直　

記

東
京
都　
　
　

浦　

本　

和　

宏

各
務
原
市　
　

奥
田
ス
チ
ー
ル
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田　

貴
大

名
古
屋
市　

成　

田　
　

三
千
秋

江
南
市　
　

森　
　
　
　

美　

香

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

羽
島
市　
　

成
田
山
霊
観
不
動
教
会

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

中
三　
　

髙
木　

心
晴

小
六　
　

松
尾　

周
士

小
四　
　

河
合　

希
歩

【
評
】
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
つ
い
た
筆

使
い
で
書
け
ま
し
た
。

【
評
】
一
点
一
画
て
い
ね
い
に
書

け
ま
し
た
。

【
評
】
て
い
ね
い
な
筆
使
い
で
し
っ

か
り
書
け
ま
し
た
。

紙

上

書

道

展

編
集
室
よ
り

　

梅
雨
空
の
続
く
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
先
日
の
学
童
写
生
大
会
表

彰
式
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
瑞
々

し
い
感
性
あ
ふ
れ
る
作
品
に
、
会

場
は
和
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
早
い

も
の
で
一
年
も
折
り
返
し
を
迎
え

ま
す
。
雨
に
洗
わ
れ
る
草
木
の
よ

う
に
心
を
整
え
、
残
る
半
年
も
穏

や
か
に
過
ご
し
て
ま
い
り
た
い
も

の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
田
記

　

成
田
山
索
の
味
鋺
成
田
講
支
部

員
岡
田
義
次
氏
が
四
月
二
十
九
日

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
告
別
式
は
五

月
二
日
、
平
安
会
館
家
族
葬
栞
西

味
鋺
で
営
ま
れ
ま
し
た
。喪
主
は
、

岡
田
正
弘
さ
ん
。

お

く

や

み

岡
田
義
次
氏

行事は中止または内容変更となる場合がございます。
ホームページ、お電話にてご確認お願い致します。

〈夏越の大祈願〉　 ▶ 6/30～8/31
〈願かけ風鈴まつり〉▶  6/1 ～ 8/31

19

日 月 火 水 木 金 土

15

8

22

29

5

17

10

24

11

25

16/28 6/306/29

8/1

12

26

2

13

27

3

14

28

4

20

7

21

16

9

23

30 31

6

18

ご縁日

ご縁日

ご縁日

安心
祈願日

安心
祈願日

安心
祈願日

安心
祈願日写経会

ご詠歌

月並
御影供

7 月行事のご案内

夏越の大祈願

夏越の大祈願

夏越の大祈願

夏越の大祈願

夏越の大祈願

全国安全週間特別祈願会

全国安全週間特別祈願会

全国安全週間特別祈願会

願かけ風鈴まつり

願かけ風鈴まつり

願かけ風鈴まつり

願かけ風鈴まつり

願かけ風鈴まつり

安心
祈願日

　当山では年４回の「交通安全週間」
の主旨に賛同し、この期間中に交通
安全ご祈祷を受けられた方に「交通安
全之証」を授与
して、 より一 層
の交通安全のご
加護を得られま
すよう心よりお祈
り申し上げてお
ります。

期間  7/11（土）～ 7/20（月）

夏交通安全週間の
特 別 御 祈 祷 の 御 案 内

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

（
順
不
同
敬
称
略
）

（
順
不
同
敬
称
略
）

四
月
・
五
月

四
月
・
五
月

四
月
・
五
月

大
護
摩
供
修
行
者
芳
名

自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

四
月
の
登
山
講
社


